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２０１６年度 生活困窮者自立相談支援事業 

主任相談支援員 スキルアップ研修 開催要項 
 

１．研修のねらい 

様々な生活上の困難の中で生活に困窮している人を支援するための新たな制度として、生活困窮者自

立支援制度がスタートしてから約 1 年が経過しました。 
日本社会福祉士会は、自立相談支援機関の主任相談支援員に求められる「高度な相談支援能力」「相談

業務マネジメント能力」「社会資源開発と地域づくりを行う能力」を高めることを目的に、「生活困窮者

自立相談支援事業 主任相談支援員スキルアップ研修」を開催します。この研修では、「地域」「組織」

「個別」の３つのレベルから、立体的に自らの実践の振り返りを行うための「評価シート」や、地域ネ

ットワークづくりの「企画シート」を活用した、演習を中心としたプログラムを通じ、主任相談支援員

の力量向上を目指します。 
 

２．日程・開催会場（４日間） 

 

３．主催：公益社団法人 日本社会福祉士会 

 

４．後援： 厚生労働省、社会福祉法人全国社会福祉協議会、 

一般社団法人生活困窮者自立支援全国ネットワーク 

５．受講対象者： 

①「主任相談支援員養成研修」修了者（自立相談支援事業従事者養成研修（全社協が事業受託）） 

②「自立相談支援機関に従事する主任相談支援員」（上記①の研修の未受講者）） 
③「自立相談支援機関に従事する相談支援員」であり、かつ、「今後、主任相談支援員としての従事す

る予定がある者」 

 

  備考 
※ 期日までに申込があった者のうち、①→②→③の順番で優先順位をつけた上で受講決定します。 

（受講対象者区分ごとの順番は、先着順となります。） 
※ 研修内容は、「主任相談支援員」の業務を想定したプログラムになります。 

 

６．受講条件 ：以下のすべてを満たすことができる方 
１）カリキュラムの全課程に出席できる方 

 ２）指定された事前課題、中間課題を提出できる方 

 ３）上記、受講対象者区分②③の場合は、『自立相談支援事業 従事者養成テキスト』（2014 年，中

央法規出版）を熟読し、かつ、理解していること。（研修プログラムは、国研修テキストの内容

が理解されていることを前提に構成されています。） 

前 期 

（２日間） 

日 程 ２０１６年１１月１日（火）～２日（水）  

会 場 

綿商会館（４階） 

〒103-0006 東京都中央区日本橋富沢町 8-10  

tel.03-3662-2251 fax.03-3663-6460 

後 期 

（２日間） 

日 程 ２０１７年２月２１日（火）～２２日（水） 

会 場 綿商会館（４階） 

研修内容 

４日間の集合研修、事前課題、中間課題の提出 

（中間課題では、自らの地域でのネットワーク構築の企画と試行を行う「企画シート」の作成

等が課題として設定されます。） 
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７．定員  ：７０名 

       

８．受講費 ：都道府県社会福祉士会の会員 ４５，０００円 
（資料代含む）会員以外          ５０，０００円  
 

※「会員」とは、日本社会福祉士会の正会員である都道府県社会福祉士会に所属している正会員 
（日本社会福祉士会から会員番号が発行されている方が該当者になります）  

       ※ 交通費、宿泊費、懇親会費等は、自己負担となります。 
 

９．懇親会 ：前期研修の初日に懇親会を開催します 

       参加費は、５千円程度を予定しています。（希望者のみ） 

 

１０．申込方法：必要事項をご記入の上、以下の申込先まで、ＦＡＸまたは郵便にてお申し込みくださ

い（電話では申込できません）。申込書の控えは、必ずお手元にお持ちください。 

 

１１．申込締切：２０１６年８月３１日（水）必着 

 
 

１２．申込先： 公益社団法人 日本社会福祉士会 事務局（担当：柏谷 kashiwaya@jacsw.or.jp） 

〒160-0004 東京都新宿区四谷１－１３ カタオカビル２階（月～金 9:30～17:30） 

ＴＥＬ：０３－３３５５－６５４１   ＦＡＸ：０３－３３５５－６５４３   
 

１３．受講可否の連絡：「受講の可否」は、９月１５日頃までに文書にてご連絡します。 
            あわせて、事前課題、会場案内、受講費の納入方法、キャンセルの扱い等に

ついてもご案内します。なお、受講申込者が少ない場合は、当研修を開催し

ない場合がありますので、予めご了承ください。            

 

１４．研修単位：日本社会福祉士会の生涯研修制度の単位は、４日間すべてのプログラムを修了する

ことで、新制度では「生涯研修制度独自の２５.７５時間」となり、旧制度では「共

通研修課程１５単位」になります。 

                                                          

１５．備考：本研修のプログラムは、２０１４～２０１５年度に開催した「主任相談支援員スキルアッ

プ研修」とほぼ同様の内容となります。 
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●事前課題  

自立相談支援事業 主任相談支援員「評価シート」の事前記入（前期１日目に提出） 

 

●前期日程(２日間)： 201６年１１月１日（火）～２日（水）   

日
程 

時間（分） 形式 プログラム名 講師予定（敬称略） 

１
日
目 

10:30～10:40 10 － オリエンテーション・挨拶  

10:40～11:25 45 講義 生活困窮者自立支援制度の動向

と主任相談支援員に期待すること 

鏑木奈津子（厚生労働省 社会・援護局 

地域福祉課 生活困窮者自立支援室） 

1１:25～12:10 45 － 情報交換 村下佳秀 

（八王子市高齢者あんしん相談ｾﾝﾀｰ片倉） 

12:10～13:00 50 － 昼食・休憩  

13:00～14:20 80 講義 ソーシャルワークを活かした主任

相談支援員の機能 

土屋幸己（（公財）さわやか福祉財団） 

 

14:20～14:30 10 － 休憩  

14:30～18:30 2４0 講義 

演習 

主任相談支援員「評価シート」を

活用した人材育成の手法 

塚本鋭裕（日本福祉大学 非常勤講師） 

 

２
日
目 

9:00～12:00 180 演習 主任相談支援員が担うスーパー

ビジョン 

中井俊雄（総社市社会福祉協議会） 

12:00～13:00 60  昼食・休憩  

13:00～16:00 180 演習 支援調整会議の目的と主任相談

支援員の役割 

小林聖子 

（豊島区くらし・しごと相談支援センター） 

16:00～16:10 10  休憩  

16:10～17:00 50 講義 中間課題の説明 塚本鋭裕（日本福祉大学 非常勤講師） 

17:00   閉会  

 

●中間課題 （前期終了後） 

自らの地域でのネットワーク構築の企画と試行を行う「企画シート」の作成等（所定の様式あり。事前提出） 

 

●後期日程(２日間)：201７年 ２月２１日（火）～２２日（水）   

日
程 

時間（分） 形式 プログラム名 講師予定（敬称略） 

１
日
目 

10:30～10:45 15  オリエンテーション  

10:45～18：00 

（昼食休憩60分） 

375 

 

演習 

 

中間課題の報告会 

 

田村満子（（有）たむらソーシャルネット 

２
日
目 

9:00～12:00 180 演習 社会資源の活用・開発を考える① 

－アセスメント・ストレングスを中心に－ 

村下佳秀 

（八王子市高齢者あんしん相談ｾﾝﾀｰ片倉） 

12:00～13:00 60  昼食・休憩  

13:00～16:00 180 演習 社会資源の活用・開発を考える②

－社会資源開発にむけて－ 

塚本鋭裕（日本福祉大学 非常勤講師） 

16:00～16:05 5  閉会  

生活困窮者自立相談支援事業 「主任相談支援員 スキルアップ研修」 

研修プログラム(予定) 
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申込締切：２０１６年８月３１日（水）必着 ＦＡＸ：０３－３３５５－６５４３ 日本社会福祉士会 柏谷 行 

 

生活困窮者自立相談支援事業「主任相談支援員 スキルアップ研修」 受講申込書 

 

記入日２０１６年  月   日 

以下の項目の全てについて、必要事項の記入と、該当欄のチェックをお願いします。 
フリガナ 

氏 名 

（                         ） 

 
性別 男・女 

勤務 

形態 

□ 常勤 

□ 非常勤 

年 齢 □２０代  □３０代  □４０代  □５０代  □６０代以上 相談援助の経験年数    年   ヵ月 

 

 

勤務先 

自立相談 

支援機関 

 

（資料送付 

・連絡先） 

名 称 
 

 運営形態 

（いずれか1つ） 

□直営 

□受託機関 

□その他 部 署  

住 所 

（〒       ）           都・道・府・県 

 

 

電 話  FAX  

E-mail                ＠ 

自 宅 

（緊急の場合等） 

住 所 

（〒       ）           都・道・府・県 

 

 

電 話  FAX  

E-mail                ＠ 

会員区分 
（いずれかに○） 

 
社会福祉士会 

会員 

日本社会福祉士会が発行した 

会員番号（会員のみ） 
No. 

 会員以外 
社会福祉士登録番号 

（非会員の社会福祉士のみ） 
No. 

対象者 

要件の 

確認 

いずれかに○ 受講要件 ①の方は修了番号を必ず記載 

①  自立相談支援事業従事者養成研修（全社協）の 

「主任相談支援員養成研修」を修了した。 
修了 

番号 

（※1401、1501、1601から始まる７桁の番号） 

 

②  現在、自立相談支援機関の主任相談支援員である。 【受講条件（一部）】 
②③の方は、『自立相談支援事業 従事者養
成テキスト』（2014年､中央法規出版）を熟
読し、かつ、理解していることが、受講条件
となります。 

③  現在、自立相談支援機関の相談支援員であり、今後、
主任相談支援員としての従事する予定がある。 

所有資格等 

（該当する 

ものに〇） 

 

※ 複数回答 

 ① 社会福祉士  ⑥ 介護支援専門員 

 

⑪ その他(具体的に) 

  ② 精神保健福祉士  ⑦ 介護福祉士 

 ③ 社会福祉主事  ⑧ ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ 

 ④ 保健師・看護師  ⑨ ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ 

 ⑤ 臨床心理士  ⑩ 資格なし 

懇親会 □ 懇親会に参加します。（参加費は5,000円程度を予定しています） 

キャンセル待ち □ キャンセル待ちを希望します（申込数が定員を超えた場合） 

備 考 
※ 受講にあたって、特に配慮が必要な事がありましたら、ご記入ください。 

 

※ 本書を郵送する場合は、必ず控えをお持ちください。受講者の「氏名」「都道府県」「自治体名」「勤務先名」を記載し

た受講者名簿を作成し、研修受講者へ配布します。お預かりした個人情報は、本研修の運営以外には使用しません。 
【自然災害による中止】自然災害等発生によりやむを得ず研修会を中止する場合がございます。判断基準等は、

本会ホームページを参照ください。中止の場合は、受講料返金を行いませんのでご了承ください。 
 （本会ＨＰ：http://www.jacsw.or.jp/ShogaiCenter/kensyu/honkai/senmon/index.html） 

http://www.jacsw.or.jp/ShogaiCenter/kensyu/honkai/senmon/index.html

